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PHED
障害学生支援
プラットフォー
ム事業

• PHED（Platform of Higher Education and Disability）

• 障害のある学生の就学と就労、社会活躍を支えるための大学および企業によるプラット
フォーム

• 「障害学生支援スタンダード」に基づく、各種ウェビナー等による研修事業・相談事業

• 支援機器ライブラリーの公開・共有

• タウンミーティングを通じた地域連携ネットワークの構築とキャリア移行に関する取り組み
の創出

• 連携団体

• AHEAD JAPAN（社）全国高等教育障害学生支援協議会

• ACE (社)企業アクセシビリティコンソーシアム

• PEPNet-Japan



障害学生支援の
質の向上

障害学生支援の
問題解決

地域連携と就労
支援事例の創出

修学・就職支援、体制整
備に関する大学等向け
専門的研修の実施

各種事業（I〜IIIの柱）の遂行により期待される成果

障害学生が将来にわたって活躍できる社会の実現に向けた大学、福祉・労働機関、企業等が連携・協力
し、障害学生の修学・就職支援を推進する体制構築、支援ノウハウの開発・蓄積・共有筑波大 富山大

東京大学

代表校

連携校

事業運営協力 II. 専門的研修事業I. 専門的相談事業

参加校

全国の大学や学生から
の修学や就労に関する
相談窓口の運営

参加機関

（国内計67企業・
団体）

大学 高専

AHEAD JAPAN
（会員校114校）

ACE
（会員37企業）

PEPNet-Japan

参加機関 機関連携・知見提供

各事業およびSIG活動から得られた障害学生支援に関する知見の公開・共有

III.地域連携促進事業

事務局運営・知見集約

（国内計77大学・部署）

SIG(専門部会)
活動等での連携

全国各地でのタウンミー
ティングの開催と連携促
進

全国大学の教職員を対
象とした支援スキル・知
識、事例の情報提供を
通じた研修と啓発

SIGや全国の参加校・
参加機関との連携を生
かした専門性の高い相
談支援の実施

上記を核とした産学官
連携による「就労移行
プログラム」の実施を通
じた連携事例創出

PHED事業の柱



PHED連携体制

AHEAD JAPAN ACE

筑波大学

富山大学

東京大学

代表校 連携校 主たる参加機関

支援技術

企業 大学 高専

大学 行政

大学

キャンパスSW

行政 企業 高専

企業 企業

大学

アクセシビリティ

大学 高専 大学

行政 企業

大学

キャリア移行

高専 行政 高専

企業 企業

大学

知見 意見運営

運営
協力 PEPNet-Japan

各種事業実施

参加校・参加機関

要件・基準 法の理解 避難・防災 根拠資料

所属会員への情報展開・連携の協力

パネルおよび地域包括連携ネットワークに参加する全国各地の大学／企業／行政機関等

事業運営委員会

SIG
(専門部会)



SIG

ACCESS 

SIG

CSW

SIG

EP

SIG

AT

SIG

Law

SIG

RS

SIG

CT

支援技術
キャンパス
ソーシャルワークアクセシビリティ

キャリア移行 要件と基準 避難・防災

法の理解

SIG

DG

根拠資料

SIG テーマ別専門部会

参加校（高等教育機関）

77校

参加企業・団体

67社

※2023/6/5現在



CT キャリア移行 DG 根拠資料とガイドライン策定 Law 法・制度

ACCESS ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨ CSW ｷｬﾝﾊﾟｽｿｰｼｬﾙﾜｰｸ

RS 要件と基準 EP 防災 AT 支援技術

8領域の
専門部会

梅田 恵（筑波大学）
面高有作（九州大学）
柏村美生（株式会社リクルート）
岸田耕二（社福法人すいせい）
近藤武夫（東京大学）

殿岡 翼（全国障害学生支援ｾﾝﾀｰ）
中野泰志（慶應義塾大学）
南谷和範（大学入試センター）
青木千帆子（筑波技術大学）
池谷航介（岡山大学）
高橋桐子（東京大学）

大村美保（筑波大学）
熊谷晋一郎（東京大学）
五味洋一（群馬大学）
村田 淳（京都大学）
池谷航介(岡山大学)
藤原隆宏（関西大学）

大胡田 誠（弁護士）
川島 聡（放送大学）
関哉 直人（弁護士）

嶋田かをる（熊本保健科学大学）
西村優紀美（富山大学）
舩越高樹（筑波大学）
Peter Bernick（長崎大学）
日下部貴史（富山大学）
小倉正義（鳴門教育大学）

奥山俊博（日本ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ協会）
山口 俊光（新潟大学）
渡辺崇史（日本福祉大学）
伊藤英一（情報ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾗﾎﾞ）
大前勝利（京都大学）

酒井春奈（立命館大学）
佐藤剛介（久留米大学）
森脇愛子（青山学院大学）
竹田周平（福井工業大学）
羽野暁（九州大学）

SIG (Ｓｐｅｃｉａｌ Ｉｎｔｅｒｅｓｔ Ｇｒｏｕｐｓ)

渡邉 慶一郎（東京大学）
髙橋 知音（信州大学）
立脇 洋介（九州大学）
諏訪 恵理子（目白大学）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
梅田 恵（曰本アイ・ビー・エム株式会社）
桶谷文哲（富山大学）
面高有作（九州大学）
柏村美生（リクルートスタッフィング）
岸田耕二（社会福祉法人すいせい）
近藤武夫（東京大学）
柴岡三智（東京労災病院）
末富真弓（筑波大学）
高沢 航（厚生労働省）

安藤 一博（国立国会図書館）
大島友子（日本マイクロソフト株式会社）
佐々木銀河（筑波大学）
白澤真弓（筑波技術大学）
殿岡 翼（全国障害学生支援センター）
中野聡子（大阪大学）
中野泰志（慶應義塾大学）
萩原彩子（筑波技術大学）
南谷和範（大学入試センター）

大村美保（筑波大学）
熊谷晋一朗（東京大学）
五味洋一（群馬大学）
村田 淳（京都大学）

大胡田 誠（弁護士）
川島 聡（岡山理科大学）
関哉　直人（弁護士）


嶋田かをる（熊本保健科学大学）
西村優紀美（富山大学）
舩越高樹（京都大学）

巖淵 守（早稲田大学）
奥山俊博（日本バリアフリー協会）
綱川 貴（たすく株式会社）
山口 俊光（新潟大学）
渡辺崇史（日本福祉大学）

酒井春奈（立命館大学）
佐藤剛介（高知大学）
森脇愛子（東京大学）





ACCESS アクセシビリティ LAW 法的根拠

 学内バリアフリーの促進
 合理的配慮の在り方
 入試における配慮提供

 障害者差別解消法など根拠法の遵守
 合理的配慮提供に関する理解啓発
 障害による差別の根絶と法的処置

AT 支援技術 DG 根拠資料とガイドライン策定

 支援機器の確保と準備
 ICT活用
 修学・生活支援技術活用の促進

 障害者手帳・診断書等の根拠資料の在り方
 根拠となるアセスメントの在り方
 学内での取り扱いガイドラインの策定推進

CSW 学内ソーシャルワーク RS 要件と基準

 学内コーディネートの在り方
 地域支援サービスの活用
 学外連携

 教育の本質に関する再検討
 職務要件としての専門的技術の在り方
 学内外実習等における合理的配慮の在り方

CT キャリア移行 EP 防災

 障害学生インターンの促進
 地域就労移行支援サービスの活用
 産学官の連携ネットワーク

 災害等緊急時における障害学生支援
 大学内の防災対策強化
 地域防災システムとの連携

障害学生支援スタンダード・研修
各高等教育機関が学生支援サービスとして備えておくべき

テーマごとに、スタンダードを作成して研修資料・動画を作成



障害学生支援スタンダード集を各大学での
研修利用に活用する

• 上記を8領域のスタンダードそれぞれについて実施する

• 実施順序は「法の理解」→「キャンパスソーシャルワーク」 → 「アクセシビ

リティ」 → 「支援技術」 → 「根拠資料」 → 「要件と基準」 → 「キャリア移

行」 → 「防災」を推奨

PHEDのスタンダー
ドを読み、自己の
知識や経験、スキ

ルを評価する

PHEDで公開され
ている関連動画を
閲覧し、理解を深

める／広げる

学内スーパーバイ
ザーが自校の状況
や課題について研
修・情報共有する



個別相談

• PHEDウェブサイトの問い合わせフォーム、電話、メール、FAXによる受付

相談受付

• 障害学生、障害のある教職員から

• 大学・障害学生支援者から

• 一般学生（支援学生）から

• 企業・自治体から

相談者

• PHED教職員の相談対応に対して、専門部会メンバーからの専門的助言

相談対応者



ATライブラリー

• 100種類以上の支援技術
（assistive technology, 
AT）ハードウェア、ソフト
ウェアを取り揃え、専門家
を配置したライブラリーを
先端研内に設置

• 大学や企業に対する相談
や機器フィッティング、貸
出等の支援を実施

https://phed.jp/at/



タウンミーティング

• 全国でのタウンミーティング（各地域で、その地域
の大学・企業・行政の連携構築のためのネット
ワーク会議）を2か月に1回開催

• 過去開催したタウンミーティング
• https://phed.jp/townmeeting/
• 長崎、福岡、熊本、名古屋、岐阜、金沢、福井、富山、

札幌、東京、神戸、いわき、仙台・・・



タウンミーティングでの雇用事例創出のためのファシリテーション

各地の大学
（連携の核）

行政
（制度的支援）

企業
（雇用実践）

障害学生

①学内常駐企業面談
Employer-In-Residence

②企業内ジョブシャドウ
Job Shadow

③実践的インターンシップ
Work-Based-Experience 地域連携

支援部署

プログラム構築

支援

連携支援

参加

雇用へ

実施主体



IDIS 
Symposium

• アジア・環太平洋地域での障害と教育、雇用のインクルージョンに関する国際シン
ポジウム（年1回開催予定）

• 第4回は19カ国から約200名が参加、第5回は今年12月に開催予定。

• https://www.idis-symposium.org/

• 共催

• 京都大学HEAP

• 企業アクセシビリティコンソーシアム ACE

• ハワイ大学 Center on Disability Studies

• ASEAN Univ Network DPPNet
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